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地方独立行政法人 

北海道立総合研究機構 北方建築総合研究所 平成２５年度 年報 

自律分散制御機能を備えた省エネ・長寿命住宅に関する研究 

近年、地球温暖化対策や経済的問題から、住宅の

省エネルギー化や室内環境形成に関わる、多種多様

な個別要素技術の開発・改良が進められてきました。 

しかし、断熱性能と暖冷房設備の不適切な組み合

わせによるエネルギー効率の低下、暖冷房などの制

御と居住者の生活行動とのミスマッチング、メンテ

ナンス不足による性能低下などを要因に、運用の段

階でのエネルギーの無駄が少なからず発生していま

す。こうした課題への対応として、建築と設備を総

合的に捉えた住宅のエネルギー設計、異種設備間の

情報共有や居住者への制御とメンテナンス等に関す

る適切な情報提供を図る制御システムが必要です。 

本研究では、こうした点に着目し、実大実験住宅

における要素技術などの検討を通じて、エネルギ

ー・室内環境形成・長寿命に関する高い性能を備え

た住宅を提案することを目的とします。 

平成 25年度は、要素技術検証（図１-A）の一環

として、高性能化により暖冷房負荷が小さくなった

住宅用の暖房・冷房設備の実棟検証を行いました（図

２、３）。また、災害などで無暖房状態となった場合

を想定し、室温を実測により確認しました。太陽光

発電・蓄電システムについては、各部位での放電な

どのロスを最小に抑える設備システムと制御手法構

築に向けて、実験によるデータ収集を実施中です。

この他にも、太陽熱給湯システムの性能検証、換気

エネルギー低減手法の検討などを行っています。 

また、エネルギーの最小化を実現する制御システ

ムについて検討し（図１-Ｂ）、近年見られる複数設

備の中央集中制御と比べ、住戸毎の導入設備等の多

様性や耐障害性など面でメリットのある自律分散制

御※1)の考え方を導入するなど、システムイメージを

整理しました。そして、最適制御の実現に向けた検

討として、環境情報収集用センサーの試作・検証や、

実験住宅に試験的に入居者を入れた上での室内環

境・エネルギー消費の実測調査などを行っています。 

平成 26 年度は各種要素技術の検討を進めるとともに、平成 27 年度にかけて、エネルギー最小化を図る制

御手法構築に向けた制御ロジック、環境センサー、HEMS※2)関連装置などの検討を行います。 

※1)個々の設備等が自律した制御を行いつつ、種々の情報を共有してエネルギーの無駄を省く 

※2)Home Energy Management System 

●共同研究機関：三井ホーム（株） ●研究担当：北方建築総合研究所 環境科学部環境グループ 
                環境科学部構法材料グループ 

●研究期間：平成２４～２７年度（継続） 

●研究区分：一般共同研究 

研究の背景・目的 

研究の概要・成果 
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低負荷時のエネルギー効率向上が課題 
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図２ 冷房時の室温と冷房設備の効率 
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図３ 暖房時の設備の効率 

図１ 研究の全体フロー 

A.要素技術の検証 

エネルギー・室内環境の測定、実生活下での検証 

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

B.制御システムの検討 

平成２7 

年度 

C.地域、住まい方を考慮した 

最適住宅システムの検討 
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